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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第28期
第２四半期
連結累計期間

第29期
第２四半期
連結累計期間

第28期

会計期間
自　平成28年10月１日
至　平成29年３月31日

自　平成29年10月１日
至　平成30年３月31日

自　平成28年10月１日
至　平成29年９月30日

売上高 （千円） 7,694,909 8,002,838 16,048,525

経常利益 （千円） 1,258,422 943,131 2,269,454

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 838,984 1,347,288 1,767,543

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 988,746 1,235,717 2,008,995

純資産額 （千円） 7,294,968 8,228,258 8,046,962

総資産額 （千円） 13,336,598 13,959,713 14,087,302

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 68.09 106.85 142.77

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 65.12 102.05 133.72

自己資本比率 （％） 37.0 47.5 38.6

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 686,217 △257,150 1,786,893

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 313,828 1,536,138 88,908

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 80,782 △800,999 △629,848

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 4,712,451 5,282,176 4,877,575

 

回次
第28期
第２四半期
連結会計期間

第29期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成29年１月１日
至　平成29年３月31日

自　平成30年１月１日
至　平成30年３月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 50.01 44.24

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、これまで当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む「文化教育事業」

について当該事業を運営する当社連結子会社（株式会社ハクビ）の保有する全株式を譲渡したため、事業を廃止して

おります。

　また、主要な関係会社の異動は以下のとおりであります。

（文化教育事業）

　第１四半期連結会計期間より、前連結会計年度において連結子会社でありました株式会社ハクビの当社が保有する

全株式を譲渡したため、連結の範囲から除外しております。

（その他）

　第１四半期連結会計期間より、前連結会計年度において連結子会社でありました株式会社ネクシィーズ・トレード

及び株式会社DiNAは重要性が低下したため、連結の範囲から除外しております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間における我が国の経済は、堅調な雇用・所得情勢を背景に消費も緩やかに回復してい

る一方で、海外の政治・経済は先行き不透明な状況が続いております。GDP伸び率は、平成29年10月～12月に0.4％

増となりました。消費者物価指数（生鮮食品除く）は、前年同月比0.8％～1.0％の間で推移しております。

　このような状況の下、当社グループでは当第２四半期連結累計期間においても引き続き、LED照明等の設置工事

費用を含めた初期投資オールゼロで、顧客に最新の設備を導入できる「ネクシィーズ・ゼロシリーズ」（以下、

「ネクシィーズ・ゼロ」）に注力しております。また、前連結会計年度に開始した電力供給サービス「ネクシィー

ズ電力」の営業を同時に行うことで、将来の中長期的な安定収益確保も図っております。一方で、当初の予定どお

り３Ｄクレーンゲーム「神の手」（以下、「神の手」）の大型プロモーションとしてテレビCMの全国放送による費

用が発生しております。

　これらの結果、売上高8,002百万円（前年同四半期比4.0％増）、営業利益895百万円（前年同四半期比13.5％

減）、経常利益943百万円（前年同四半期比25.1％減）となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は1,347百万円

（前年同四半期比60.6％増）となりました。

 

　当第２四半期連結累計期間における報告セグメントの概況は次のとおりであります。

 

[エネルギー環境関連事業]

　エネルギー環境関連事業では、「ネクシィーズ・ゼロ」及び「ネクシィーズ電力」の提供、LED照明等の販売、

インターネット接続サービス「Nexyz.BB」の提供を行っております。

　当第２四半期連結累計期間においては、「ネクシィーズ・ゼロ」に注力しており、新規顧客の開拓に加えて、既

存顧客からの紹介を促進することで受注の増加を図っております。また、仕入れ面の見直しによる収益力強化や、

営業の業務効率化を行っております。そのほか、顧客が電気代をさらに削減できる「ネクシィーズ電力」とのセッ

トプランの提案も強化しております。これらの施策により全体として引き続き好調に推移しております。その他

LED照明等の販売やインターネット接続サービス「Nexyz.BB」についても堅調に推移しております。

　これらの結果、エネルギー環境関連事業は、売上高6,513百万円（前年同四半期比28.7％増）、セグメント利益

1,781百万円（前年同四半期比46.6％増）となりました。

 

[電子メディア事業]

　電子メディア事業では、企業プロモーション支援を目的として、インターネットを主とした各種サービスを提供

しております。

　当第２四半期連結累計期間においては、引き続き電子雑誌、ＥＣサポート等のソリューション業務及び「神の

手」の業容拡大に注力してまいりました。電子雑誌業務においては、新たに５誌の電子雑誌の創刊を実現し、好調

に推移しております。一方で、第１四半期連結会計期間より、海外戦略へ向けて台湾に進出している日系企業や現

地企業に対してＥＣサポートサービスの提供等を開始したこと、「神の手」のさらなる認知度の向上へ向けてテレ

ビCMの全国放送を実施したことに伴い、費用が先行しております。

　これらの結果、電子メディア事業は、売上高1,489百万円（前年同四半期比2.2％増）、セグメント損失347百万

円（前年同四半期セグメント利益148百万円）となりました。

 

EDINET提出書類

株式会社ネクシィーズグループ(E05268)

四半期報告書

 3/22



　なお、当社グループは、第１四半期連結会計期間より、前連結会計年度において連結子会社でありました株式会

社ハクビの当社が保有する全株式を譲渡して連結の範囲から除外しております。これに伴い、報告セグメントの

「文化教育事業」の区分につきましては、記載しておりません。また、連結子会社でありました株式会社ネク

シィーズ・トレード及び株式会社DiNAは重要性が低下したため、連結の範囲から除外しております。これに伴い、

事業セグメントの「その他」の区分につきましては、記載しておりません。

 

(2）財政状態に関する説明

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は13,959百万円となり、前連結会計年度末に比べて127百万円の減少とな

りました。

 

①　資産の状況

（流動資産）

　流動資産は11,603百万円となり、前連結会計年度末に比べて847百万円の増加となりました。これは主に、有

価証券が200百万円減少した一方で、連結子会社であった株式会社ハクビの当社が保有する全株式を譲渡したこ

と等に伴い現金及び預金が604百万円、「ネクシィーズ・ゼロ」が好調に推移したことに伴いリース債権が451百

万円それぞれ増加したことによるものであります。

 

（固定資産）

　固定資産は2,356百万円となり、前連結会計年度末に比べて975百万円の減少となりました。これは主に、出資

金の払い戻し等により投資有価証券が478百万円、子会社株式の売却による連結範囲の変更等に伴い敷金及び保

証金160百万円、のれん89百万円、破産更生債権等59百万円がそれぞれ減少したことによるものであります。

 

②　負債の状況

（流動負債）

　流動負債は4,248百万円となり、前連結会計年度末に比べて113百万円の減少となりました。これは主に、短期

借入金が400百万円増加した一方で、未払法人税等が194百万円、解約調整引当金が72百万円、業績連動賞与引当

金が110百万円、預り金が114百万円それぞれ減少したことによるものであります。

 

（固定負債）

　固定負債は1,483百万円となり、前連結会計年度末に比べて195百万円の減少となりました。これは主に、長期

借入金（１年内返済予定を除く）が181百万円減少したことによるものであります。

 

③　純資産の状況

　当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は8,228百万円となり、前連結会計年度末に比べて181百万円の増加

となりました。主な内訳は、当社連結子会社が自己株式を取得し、持分比率が変更されたこと等から非支配株主

持分が1,012百万円減少した一方で、資本剰余金が59百万円、利益剰余金が970百万円それぞれ増加したこと及び

自己株式132百万円を処分したこと等によるものであります。

 

　以上により、流動比率は273.1％となり前連結会計年度末比26.5ポイント増加いたしました。株主資本比率は

47.5％となり前連結会計年度末比8.9ポイント増加いたしました。一方で、時価ベースの株主資本比率は156.3％

となり前連結会計年度末比31.2ポイント減少いたしました。
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(3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」）の四半期末残高は5,282百万円とな

り、新規連結及び連結除外に伴う現金及び現金同等物の増減額73百万円を調整した結果、前連結会計年度末残高

4,877百万円と比べて404百万円の増加となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの

状況とそれらの増減要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果使用した資金は257百万円（前年同四半期は686百万円の収入）となりました。これは主に、税金

等調整前四半期純利益1,615百万円を計上した一方で、関係会社株式売却益685百万円、売上債権の増加額230百万

円、リース債権の増加額451百万円、法人税等の支払額446百万円がそれぞれあったことによるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果得られた資金は1,536百万円（前年同四半期は313百万円の収入）となりました。これは主に、投

資有価証券の取得による支出228百万円があった一方で、連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による収入865

百万円、出資金の分配による収入925百万円がそれぞれあったことによるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は800百万円（前年同四半期は80百万円の収入）となりました。これは主に、非支

配株主からの払込みによる収入147百万円、セール・アンド・リースバックによる収入46百万円があった一方で、

長期借入金の返済による支出181百万円、連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得による支出820百万円がそ

れぞれあったことによるものであります。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

 

(5）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 53,654,560

計 53,654,560

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成30年３月31日）

提出日現在発行数
（株）

（平成30年５月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 13,413,640 13,413,640
東京証券取引所

市場第一部

権利内容に何ら限定のない当

社において標準となる株式で

あり、単元株式数は100株で

あります。

計 13,413,640 13,413,640 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成30年５月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成30年１月１日～

平成30年３月31日
－ 13,413,640 － 1,189,156 － 1,134,423
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（６）【大株主の状況】

  平成30年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

近藤　太香巳 東京都渋谷区 4,502,780 33.57

ネクシィーズ従業員持株会
東京都渋谷区桜丘町20－４

ネクシィーズスクエアビル
934,700 6.97

日本トラスティ・サービス信託

銀行株式会社（信託口）
東京都中央区晴海１丁目８－11 835,800 6.23

BNP PARIBAS SECURITIES

SERVICES

LUXEMBOURG/JASDEC/FIM/LUXEMB

OURG FUNDS/UCITS ASSETS

（常任代理人　香港上海銀行東

京支店　カストディ業務部）

33 RUE DE GASPERICH, L-5826 HOWALD-

HESPERANGE, LUXEMBOURG

（東京都中央区日本橋３丁目11－１）

650,000 4.85

日本マスタートラスト信託銀行

株式会社（信託口）
東京都港区浜松町２丁目11-３ 200,800 1.50

山本　司 東京都新宿区 181,530 1.35

大前　成平 東京都目黒区 175,930 1.31

BNY GCM CLIENT ACCOUNT JPRD

AC ISG （FE-AC）

(常任代理人　株式会社三菱UFJ

銀行)

PETERBOROUGH COURT 133 FLEET STREET

LONDON EC4A 2BB UNITED KINGDOM

（東京都千代田区丸の内２丁目７-１）

173,699 1.29

日本トラスティ・サービス信託

銀行株式会社（信託口５）
東京都中央区晴海１丁目８－11 143,300 1.07

 

THE BANK OF NEW YORK MELLON

（INTERNATIONAL）

LIMITED 131800

（常任代理人　株式会社みずほ

銀行決済営業部）

２-４, RUE EUGENE RUPPERT, L-2453

LUXEMBOURG, GRAND DUCHY OF LUXEMBORG

（東京都港区港南２丁目15－１）

136,500 1.02

計 － 7,935,039 59.16

（注）１．上記のほか、当社所有の自己株式761,411株（5.68％）があります。

２．上記大株主の状況は、株主名簿上の所有株式数に基づき記載しております。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成30年３月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式 　　761,400
－

権利内容に何ら限定のない当社に

おいて標準となる株式であり、単

元株式数は100株であります。

完全議決権株式（その他） 普通株式　12,438,700 124,387 同上

単元未満株式 普通株式 　　213,540 － 同上

発行済株式総数 13,413,640 － －

総株主の議決権 － 124,387 －

（注）　「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式が11株及び証券保管振替機構名義の株式が50株含まれており

ます。

 

②【自己株式等】

平成30年３月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

（自己保有株式）

株式会社ネクシィーズグループ

東京都渋谷区桜丘町

20－４
761,400 － 761,400 5.68

計 － 761,400 － 761,400 5.68

（注）上記のほか、株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が210株（議決権の数２

個）あります。なお当該株式数は上記①「発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式の中に

200株、「単元未満株式」欄の普通株式の中に10株を含めております。

 

２【役員の状況】

　該当事項ありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成30年１月１日から平

成30年３月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年10月１日から平成30年３月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成29年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,677,575 5,282,176

受取手形及び売掛金 3,436,610 3,479,621

リース債権 1,233,789 1,685,283

商品 222,746 167,532

未収入金 276,506 352,201

繰延税金資産 385,752 440,853

その他 683,774 365,526

貸倒引当金 △160,638 △169,571

流動資産合計 10,756,117 11,603,622

固定資産   

有形固定資産   

工具、器具及び備品（純額） 106,535 101,544

その他（純額） 277,545 247,300

有形固定資産合計 384,080 348,844

無形固定資産   

のれん 117,826 28,685

ソフトウエア 92,002 115,341

その他 18,621 －

無形固定資産合計 228,450 144,026

投資その他の資産   

投資有価証券 1,239,625 761,299

敷金及び保証金 470,310 309,823

その他 1,101,945 826,164

貸倒引当金 △93,227 △34,067

投資その他の資産合計 2,718,653 1,863,219

固定資産合計 3,331,184 2,356,090

資産合計 14,087,302 13,959,713
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成29年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年３月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 989,512 1,015,867

短期借入金 800,000 1,200,000

1年内返済予定の長期借入金 362,760 362,760

未払金 505,040 544,080

未払法人税等 543,860 348,894

解約調整引当金 405,371 332,919

業績連動賞与引当金 270,398 160,262

その他 484,812 283,488

流動負債合計 4,361,756 4,248,273

固定負債   

長期借入金 1,473,100 1,291,720

その他 205,482 191,460

固定負債合計 1,678,582 1,483,180

負債合計 6,040,339 5,731,454

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,189,156 1,189,156

資本剰余金 270,302 330,296

利益剰余金 4,796,026 5,766,174

自己株式 △852,619 △720,417

株主資本合計 5,402,866 6,565,210

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 39,759 71,510

為替換算調整勘定 － △265

その他の包括利益累計額合計 39,759 71,245

新株予約権 9,879 9,608

非支配株主持分 2,594,458 1,582,194

純資産合計 8,046,962 8,228,258

負債純資産合計 14,087,302 13,959,713
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年10月１日
　至　平成29年３月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年10月１日
　至　平成30年３月31日)

売上高 7,694,909 8,002,838

売上原価 3,987,280 3,873,372

売上総利益 3,707,628 4,129,466

販売費及び一般管理費 ※ 2,672,296 ※ 3,234,205

営業利益 1,035,332 895,260

営業外収益   

投資有価証券売却益 195,674 －

投資事業組合運用益 20,923 50,339

その他 16,891 3,256

営業外収益合計 233,489 53,595

営業外費用   

支払利息 4,185 3,986

支払手数料 4,585 1,050

その他 1,628 688

営業外費用合計 10,399 5,725

経常利益 1,258,422 943,131

特別利益   

関係会社株式売却益 － 685,486

特別利益合計 － 685,486

特別損失   

関係会社株式評価損 － 13,267

特別損失合計 － 13,267

税金等調整前四半期純利益 1,258,422 1,615,350

法人税、住民税及び事業税 399,797 324,165

法人税等調整額 △70,179 86,654

法人税等合計 329,618 410,819

四半期純利益 928,804 1,204,530

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
89,820 △142,758

親会社株主に帰属する四半期純利益 838,984 1,347,288
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年10月１日
　至　平成29年３月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年10月１日
　至　平成30年３月31日)

四半期純利益 928,804 1,204,530

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 59,942 31,751

為替換算調整勘定 － △564

その他の包括利益合計 59,942 31,187

四半期包括利益 988,746 1,235,717

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 898,926 1,378,774

非支配株主に係る四半期包括利益 89,820 △143,057
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年10月１日
　至　平成29年３月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年10月１日
　至　平成30年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,258,422 1,615,350

減価償却費及びその他の償却費 54,532 52,280

のれん償却額 7,508 3,824

解約調整引当金の増減額（△は減少） △61,706 △72,452

業績連動賞与引当金の増減額（△は減少） △49,956 △110,135

貸倒引当金の増減額（△は減少） 14,945 25,440

支払利息 4,185 3,986

投資事業組合運用損益（△は益） △20,923 △50,339

投資有価証券売却損益（△は益） △195,674 －

関係会社株式売却損益（△は益） － △685,486

売上債権の増減額（△は増加） 696,822 △230,918

リース債権の増減額（△は増加） △802,276 △451,493

たな卸資産の増減額（△は増加） △67,407 △41,241

仕入債務の増減額（△は減少） 292,658 76,355

前受金の増減額（△は減少） 59,041 27,444

未払消費税等の増減額（△は減少） △161,636 35,465

その他 △6,903 △4,691

小計 1,021,633 193,389

利息及び配当金の受取額 707 408

利息の支払額 △4,420 △4,046

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △331,702 △446,901

営業活動によるキャッシュ・フロー 686,217 △257,150

投資活動によるキャッシュ・フロー   

投資有価証券の取得による支出 △50,000 △228,000

投資有価証券の売却及び償還による収入 264,000 －

出資金の分配による収入 199,310 925,735

有形固定資産の取得による支出 △77,531 △14,978

無形固定資産の取得による支出 △17,046 △48,621

敷金及び保証金の差入による支出 △28 △18,078

敷金及び保証金の回収による収入 215 60,000

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による

収入
－ 865,115

その他 △5,090 △5,033

投資活動によるキャッシュ・フロー 313,828 1,536,138

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 600,000 176,592

長期借入れによる収入 600,000 －

長期借入金の返済による支出 △161,380 △181,380

非支配株主からの払込みによる収入 20,660 147,030

セール・アンド・リースバックによる収入 97,230 46,675

配当金の支払額 △123,444 △187,615

自己株式の取得による支出 △312,427 △1,649

自己株式の処分による収入 60,524 40,744

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に

よる支出
△692,209 △820,800

その他 △8,169 △20,597

財務活動によるキャッシュ・フロー 80,782 △800,999

現金及び現金同等物に係る換算差額 － △360

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,080,829 477,628

現金及び現金同等物の期首残高 3,631,622 4,877,575

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 30,914

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 － △103,942

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 4,712,451 ※ 5,282,176
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更に関する注記）

　第１四半期連結会計期間より、前連結会計年度において連結子会社でありました株式会社ハクビの当社が保有す

る全株式を譲渡したため、連結の範囲から除外しております。

　また、第１四半期連結会計期間より、前連結会計年度において連結子会社でありました株式会社ネクシィーズ・

トレード及び株式会社DiNAは重要性が低下したため、連結の範囲から除外しております。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自　平成28年10月１日
　　至　平成29年３月31日）

　当第２四半期連結累計期間
（自　平成29年10月１日
　　至　平成30年３月31日）

給料及び手当 1,022,607千円 1,008,876千円

賃借料 187,197 〃 202,321 〃

減価償却費 24,031 〃 26,135 〃

貸倒引当金繰入額 27,658 〃 39,153 〃

業績連動賞与引当金繰入額 137,882 〃 157,570 〃

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次の

とおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成28年10月１日
至　平成29年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成29年10月１日
至　平成30年３月31日）

現金及び預金 4,712,451千円 5,282,176千円

預入期間が３か月を超える定期預金 － 〃 － 〃

現金及び現金同等物 4,712,451千円 5,282,176千円
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（株主資本等関係）

前第２四半期連結累計期間（自　平成28年10月１日　至　平成29年３月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年12月20日

定時株主総会
普通株式 123,444 10 平成28年９月30日 平成28年12月21日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年５月８日

取締役会
普通株式 124,318 10 平成29年３月31日 平成29年６月５日 利益剰余金

 

 

当第２四半期連結累計期間（自　平成29年10月１日　至　平成30年３月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年12月19日

定時株主総会
普通株式 187,615 15 平成29年９月30日 平成29年12月20日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年５月９日

取締役会
普通株式 189,783 15 平成30年３月31日 平成30年６月４日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成28年10月１日　至　平成29年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期
連結損益
計算書
計上額
（注）３

 
エネルギー
環境関連
事業

電子
メディア
事業

文化教育
事業

計

売上高         

外部顧客への

売上高
5,062,137 1,417,764 1,058,821 7,538,723 156,185 7,694,909 － 7,694,909

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

719 40,073 － 40,792 600 41,392 △41,392 －

計 5,062,856 1,457,838 1,058,821 7,579,516 156,785 7,736,301 △41,392 7,694,909

セグメント利益 1,215,619 148,339 43,526 1,407,485 59,805 1,467,291 △431,958 1,035,332

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、金融商品仲介、DNA解析に基づく

健康コンサルティング、業務受託テレマーケティング等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△431,958千円には、各報告セグメントに配分していない全社収益及び全社費用が

含まれております。

なお、全社収益は、主に連結子会社からの管理業務受託料であり、全社費用は主に報告セグメントに帰属し

ない持株会社運営に係る費用及び各報告セグメントに配分していない人件費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成29年10月１日　至　平成30年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
エネルギー
環境関連
事業

電子メディア
事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 6,513,635 1,489,203 8,002,838 8,002,838 － 8,002,838

セグメント間の内部売上

高又は振替高
74 300 374 374 △374 －

計 6,513,709 1,489,503 8,003,212 8,003,212 △374 8,002,838

セグメント利益又は損失

（△）
1,781,502 △347,471 1,434,031 1,434,031 △538,770 895,260

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△538,770千円には、各報告セグメントに配分していない全社収益及び全

社費用が含まれております。

なお、全社収益は、主に連結子会社からの管理業務受託料であり、全社費用は主に報告セグメントに帰属し

ない持株会社運営に係る費用及び各報告セグメントに配分していない人件費であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３．第１四半期連結会計期間より、前連結会計年度において連結子会社でありました株式会社ハクビの当社が保

有する全株式を譲渡して連結の範囲から除外しております。これに伴い、報告セグメントの「文化教育事

業」の区分につきましては、記載しておりません。

４．第１四半期連結会計期間より、前連結会計年度において連結子会社でありました株式会社ネクシィーズ・ト

レード及び株式会社DiNAは総資産、売上高、当期純利益及び利益剰余金等に及ぼす影響が軽微であり、かつ

全体としても重要性が低下したため、連結の範囲から除外しております。これに伴い、事業セグメントの

「その他」の区分につきましては、記載しておりません。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（企業結合等関係）

共通支配下の取引等

連結子会社による自己株式取得

（1）取引の概要

①　結合当事企業の名称及びその事業の内容

企業の名称　株式会社ネクシィーズ

事業の内容　「ネクシィーズ・ゼロ」の利用者獲得業務など

②　企業結合日

平成30年１月１日（みなし取得日）

③　企業結合の法的形式

連結子会社による自己株式取得

④　結合後企業の名称

変更ありません。

⑤　その他取引の概要に関する事項

当社の完全子会社化とすることにより、中長期的な経営を視野に入れたグループ経営体制の強化を図るた

め、非支配株主が保有する株式を取得いたしました。当該取引により当社の議決権比率は100.0％となりま

す。

 

（2）実施した会計処理の概要

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）及び「企業結合会計基準及び事

業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成25年９月13日）を適用し、共通支

配下の取引等のうち、非支配株主との取引として処理しております。

 

（3）連結子会社による自己株式の取得に関する事項

取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価 現金及び預金 820,800千円

取得原価  820,800千円
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株あたり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
（自　平成28年10月１日
至　平成29年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成29年10月１日
至　平成30年３月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 68円09銭 106円85銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
838,984 1,347,288

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
838,984 1,347,288

普通株式の期中平均株式数（株） 12,320,944 12,609,170

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 65円12銭 102円05銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
△2,117 －

（うち連結子会社の潜在株式による調整額

（千円））
(△2,117) (－)

普通株式増加数（株） 529,306 593,257

（うち新株予約権（株）） (529,306) (593,257)

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　平成30年５月９日開催の取締役会において、次のとおり第29期（平成29年10月１日から平成30年９月30日まで）の

中間配当を決議いたしました。

１．配当金の総額　189,783千円

２．１株当たりの金額　　15円

３．支払請求権の効力発生日及び支払開始日　平成30年６月４日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年５月15日

株式会社ネクシィーズグループ

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴木　一宏　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 垂井　健　　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ネク

シィーズグループの平成２９年１０月１日から平成３０年９月３０日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平

成３０年１月１日から平成３０年３月３１日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成２９年１０月１日から平成３０年

３月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包

括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ネクシィーズグループ及び連結子会社の平成３０年３月３１

日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正

に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。

 

EDINET提出書類

株式会社ネクシィーズグループ(E05268)

四半期報告書

22/22


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）ライツプランの内容
	（５）発行済株式総数、資本金等の推移
	（６）大株主の状況
	（７）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第２四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第２四半期連結累計期間

	（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

